
令和4年8月25日 ひらた中央病院・福島県立医科大学

5-11歳の小児421名が新型コロナワクチン
接種後に経験した副反応について

～副反応が気になる方でもワクチン接種を検討してもらうために～
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1. 概要
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4. 調査の結果

5. 今後の展望
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概要
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• 5-11歳の小児の2回目の全身の副反応は、大人に比べて起こる割
合が少なかったです。

•ほとんどの方が数日以内に副反応が改善しました。

•アレルギー疾患を持つお子様において、全身副反応の頻度は持
たないお子様と大きな差はなかったものの、アレルギー疾患の
持病の悪化が、約20%のお子様に認められ、その症状が継続し
た方がおられました。
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石川郡の合同小児ワクチン接種の背景

•医師確保などの問題や副反応に対する対応の問題を解決するた
めに、石川群内町村の合同のワクチン接種が、4月から6月にか
けて行われました。

•医療法人誠励会、石川郡内の町村、石川郡医師会などの連携の
もと行われた合同ワクチン接種は、大人より十分な説明時間を
設けたり、無料で保護者が利用できるコールセンターを独自に
設けたり、様々な工夫がこらされましたが、その中の一環とし
て、副反応について詳細なフォローや、副反応についての保護
者への情報提供が行われました。
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背景
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対象者についての情報など

• 2021年4月2日から6月29日の間に、医療法人誠励会で小児のワ
クチン個別接種を行なった、福島県の平田村、玉川村、石川
町、古殿町の5-11歳の男性 212 名、女性 201 名の合計 413 名が
アンケートにご協力くださりました。

•接種後の副反応の経過を記録するために、１回目と２回目のコ
ロナワクチン接種後それぞれ７日間、毎日アンケートを記入し
ていただきました。

•喘息、花粉症、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎、食物ア
レルギーのアレルギー疾患の有無と、副反応の関係を調べまし
た。
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対象者についての
情報など
調査にご協力を頂いた方の
内、入院が必要な重篤な副
反応を経験された方は、お
られませんでした。
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5-11 歳における副反応の有無は、1 回目接種
後でも 2 回目接種後でも大きな差はなかった
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2 回目のワクチン接種後の 5-11 歳における副
反応は、12-18 歳と比較して少なかった
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1回目接種後副反応
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全体の 70% 程度の方が一回目接種後も二回目接種後も局所の副
反応を経験された一方で、各々の全身副反応を経験された方は
12% 以下であった
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•男女別の副反応については、女性において頭痛やだるさ、発熱
が多少多い傾向にあったものの、ほとんど差は認められません
でした。

•体重 (30kg 以上と以下 ) ごとの副反応については、30kg 以下の
お子様において多少発熱が多い傾向にあったものの、ほとんど
差は認められませんでした。

•アレルギーの有無ごとの副反応については、アレルギーの持病
をお持ちの方において、だるさ、発熱が多少多い傾向にあった
ものの、ほとんど差は認められませんでした。
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ワクチン接種後、アレルギーの持病の悪
化が、約 20% の方に認められました
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結語

• 5-11歳の小児の2回目の全身の副反応は、大人に比べて起こる割
合が少なかったです。

•ほとんどの方が数日以内に副反応が改善しました。

•アレルギー疾患を持つお子様において、全身副反応の頻度は持
たないお子様と大きな差はなかったものの、アレルギー疾患の
持病の悪化が、約20%のお子様に認められ、その症状が継続し
ました。
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今後の展望

•小児の新型コロナへの感染は、大きな社会問題となっており、
２回目の副反応が大人に比べて少なかった事は、新型コロナの
ワクチン接種を前向きに考える要因になりうるかもしれませ
ん。

•特に、持病があるお子様は、新型コロナ感染症が重症化する恐
れも先行研究から言われており、積極的なワクチン接種が推奨
されております。

•しかし、今回の調査によると、アレルギー疾患をお持ちのお子
様では、持続する持病の悪化が起こる可能性があり、主治医と
ワクチン接種の前から、持病が悪化した時の対応についてよく
ご相談の上、接種を行うと安心かもしれません。
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ありがとうございました。
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